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教
育
①

評点

8.1

提言して早１年が過ぎた。その後は？提言して早１年が過ぎた。その後は？

環境が「やる気スイッチ」を入れる環境が「やる気スイッチ」を入れる

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利

用
者
は
増
加
傾
向
。
厚
生

員
の
指
導
の
も
と
児
童
は

宿
題
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
長
期
休
業
中
に
中
央
小

会
議
室
、
図
書
館
、
上
片

桐
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
も

開
放
。
申
込
者
は
全
員
受

け
入
れ
た
。
今
後
も
増
加

が
見
込
ま
れ
、
施
設
や
厚

生
員
の
確
保
が
課
題
。

○
長
期
休
業
中
の
利
用
が

計
ら
れ
て
い
る
。

○
希
望
者
全
員
の
受
け
入

れ
が
で
き
て
い
る
。

▲
も
っ
と
門
戸
を
広
げ
る

べ
き
。

▲
小
中
学
校
校
舎
の
活
用

が
不
十
分
。

▲
地
区
公
民
館
の
活
用
な

ど
広
く
地
域
で
取
り
組

み
を
。

▲
日
曜
休
祭
日
の
開
放
を
。
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昨
年
３
月
に
議
会
が
提
言
し
た
「
教
育
」「
農
業
」の

課
題
。
行
政
は
こ
の
提
言
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
。

こ
の
一
年
間
の
取
り
組
み
を
１０
点
満
点
で
採
点
す
る
。

ま
ず
行
政
側
に
自
己
評
価
を
求
め
、
彼
ら
の
主
張
を
聞

き
つ
つ
、
議
会
は
14
人
全
員
が
一
人
ひ
と
り
採
点

し
た
。
そ
の
平
均
点
を
算
出
し
、
今

回
の
評
点
と
す
る
。

教
育
①
こ
ど
も
の
学
習
環
境
整
備
の
た
め
、
長
期
休
業
中
は
校
舎
・
上
片
桐
改
善

セ
ン
タ
ー
を
開
放
す
る
な
ど
、
公
共
施
設
の
活
用
を
図
る
こ
と
。

教
育
②
「
て
ら
こ
や
松
中
」「
ど
て
ら
松
中
」
に
代
表
さ
れ
る
補
講
・
補
習
授
業

を
、
学
年
・
期
間
の
拡
大
に
よ
る
積
極
的
な
支
援
拡
張
を
図
る
こ
と
。

教
育
③
集
中
力
な
ど
、
こ
ど
も
の
学
習
に
臨
む
姿
勢
づ
く
り
に
つ
い
て
、
就
学
前

に
準
備
で
き
る
よ
う
な
育
成
支
援
を
図
る
こ
と
。

農
業
①
新
規
就
農
者
支
援
を
。

農
業
②
後
継
者
の
育
成
支
援
を
。

農
業
③
担
い
手
と
し
て
の
企
業
・
法
人
支
援
を
。

農
業
④
﹇
緊
急
提
言
﹈
果
樹
成
木
伐
採
を
食
い
止
め
る
施
策
を
。

議会
成績表

議会
行
政
は
何
を
し
た

議
会
か
ら
の
評
価

確
実
な
基
礎
学
力
の
定
着
を
！

農
業
の
担
い
手
確
保
を
！

あの提言は
　どうなった？

確
実
な
基
礎
学
力
の
定
着
を
！

農
業
の
担
い
手
確
保
を
！

公
共
施
設
の
活
用

学
習
環
境
を
整
え
よ

公
共
施
設
の
活
用

学
習
環
境
を
整
え
よ

27年3月の提言



農
業
①

評点

6.2

教
育
③

評点

6.7

教
育
②

評点

8.1どこまでも教えてくれる信頼どこまでも教えてくれる信頼

１年生になるのが楽しみ１年生になるのが楽しみ

チャレンジ意欲を大切に育てるチャレンジ意欲を大切に育てる

　
中
３
の
み
だ
っ
た
「
て

ら
こ
や
」
を
中
２
ま
で
拡

大
。
受
講
者
は
一
気
に
倍

に
な
っ
た
。
生
徒
に
は
事

前
に
質
問
カ
ー
ド
を
作
成

さ
せ
、
個
々
の
進
度
に
合

わ
せ
た
補
習
指
導
を
実
践
。

受
講
生
の
意
欲
を
引
き
出

せ
て
い
る
。
中
央
小
・
北

小
に
は
、
算
数
の
学
力
定

着
の
た
め
算
数
指
導
教
員

を
配
置
。

○
生
徒
保
護
者
か
ら
の
評

判
も
良
い
。

▲
学
力
向
上
の
成
果
が
求

め
ら
れ
る
。

▲
Ｔ
Ｖ
て
ら
こ
や
は
疑
問
。

視
聴
率
な
ど
検
証
を
。

▲
Ｐ
Ｒ
不
足
を
感
じ
る
。

▲
希
望
者
対
応
で
広
く
基

礎
学
力
定
着
が
な
さ
れ

る
か
疑
問
。

▲
小
学
校
に
Ｔ
Ｖ
で
な
い

て
ら
こ
や
が
必
要
。

　
保
育
園
に
て
、
基
本
的

な
社
会
性
の
習
得
に
努
め

て
い
る
。
聞
く
・
考
え

る
・
集
中
す
る
・
我
慢
す

る
・
意
思
疎
通
を
図
る
、

な
ど
保
育
の
充
実
を
推
進
。

保
育
士
の
専
門
性
向
上
の

た
め
研
修
も
行
っ
て
い
る
。

　
保
小
連
絡
会
を
設
置
、

小
学
校
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
る
。
今
年
度
は
保
護

者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

施
予
定
。

▲
保
育
園
に
予
備
教
育
専

任
者
を
置
い
て
は
。

▲
体
験
な
ど
か
ら
基
礎
学

力
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
が
必
要
。

▲
就
学
前
の
取
り
組
み
と

学
力
向
上
を
ど
う
位
置

づ
け
る
か
が
課
題
。

▲
現
状
で
は
人
員
不
足
。

体
制
の
見
直
し
を
。

▲
保
育
と
教
育
は
別
物
。

保
育
士
の
負
担
増
に
な

ら
ぬ
よ
う
。

　
「
移
住
・
就
農
・
交
流

相
談
員
」「
雇
用
就
業
相

談
員
」「
農
地
利
用
調
整

推
進
員
」「
農
地
・
経
営

相
談
員
」
な
ど
を
設
置
。

相
談
人
員
体
制
を
整
え
て

い
る
。
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ら
い
に
町
職
員
を
配
置
し
、

み
ら
い
を
核
と
し
た
就
農

支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
。

　
住
宅
や
農
機
具
設
備
な

ど
も
積
極
的
に
支
援
。

○
支
援
体
制
は
図
ら
れ
て

き
て
い
る
。
機
能
が
生

か
さ
れ
て
い
る
か
だ
。

▲
も
っ
と
農
業
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
べ
き
。

▲
町
と
し
て
農
業
に
関
す

る
基
本
理
念
が
必
要
。

▲
新
規
就
農
者
の
安
定
経

営
ま
で
の
支
援
が
必
要
。

▲
新
規
就
農
者
訓
練
セ
ン

タ
ー
の
設
置
な
ど
受
け

入
れ
体
制
が
不
十
分
。
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行
政
は
何
を
し
た

議
会
か
ら
の
評
価

行
政
は
何
を
し
た

議
会
か
ら
の
評
価

行
政
は
何
を
し
た

議
会
か
ら
の
評
価

新
規
就
農
者
支
援

営
農
を
目
指
す
若
者
に
夢
を

新
規
就
農
者
支
援

営
農
を
目
指
す
若
者
に
夢
を

就
学
前
の
支
援

小
学
校
入
学
直
後
の
つ
ま
ず
き
を
防
ぐ

就
学
前
の
支
援

小
学
校
入
学
直
後
の
つ
ま
ず
き
を
防
ぐ

て
ら
こ
や

補
習
支
援
を
拡
大
せ
よ

て
ら
こ
や

補
習
支
援
を
拡
大
せ
よ



農
業
④[

緊
急
提
言]
農
業
②

評点

6.1

評点

4.8

農
業
③

評点

5.9

ワイン農場視察に夢が膨らむ

法人ならではの強みを発掘支援

伐採は一瞬、再生には10年

ワイン農場視察に夢が膨らむ

法人ならではの強みを発掘支援

伐採は一瞬、再生には10年

　
１
０
０
周
年
事
業
で
農

業
の
価
値
を
再
認
識
し
て

も
ら
え
た
。

　
産
学
官
連
携
に
よ
る
新

品
種
改
良
情
報
の
共
有
、

農
商
工
連
携
会
議
の
設
置

な
ど
、
関
連
産
業
へ
の
広

が
り
を
目
指
す
。

　
ワ
イ
ン
・
シ
ー
ド
ル
特

区
や
フ
ル
ー
ツ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

な
ど
に
よ
る
市
場
開
拓
や

情
報
発
信
を
推
進
。

○
前
向
き
な
取
り
組
み
。

成
果
を
期
待
。

○
若
武
者
の
会
な
ど
の
支

援
は
で
き
て
い
る
。

▲
道
半
ば
。
女
性
農
業
者

支
援
が
手
薄
。

▲
農
家
子
弟
の
担
い
手
育

成
支
援
が
不
十
分
。

▲
子
ど
も
た
ち
へ
職
業
と

し
て
の
発
信
と
就
職
先

と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
、
求
人
活

動
の
取
り
組
み
が
な
い
。

〇
支
援
は
充
実
し
て
き
て

い
る
。

▲
既
存
法
人
よ
り
新
規
法

人
獲
得
に
傾
注
す
べ
き
。

▲
産
学
官
一
体
の
モ
デ
ル

事
業
を
発
信
さ
せ
る
。

▲
道
半
ば
。

▲
話
し
合
い
を
し
て
い
る

だ
け
。

▲
ま
だ
手
が
入
っ
て
い
な

い
。

▲
当
事
者
の
議
論
が
必
要
。

　
緊
急
に
労
働
力
を
必
要

と
す
る
農
園
に
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
な
ど
が
支
援

を
行
っ
た
。

　
こ
れ
を
機
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
よ
る
新
規
就

農
を
検
討
す
る
も
、
一
時

的
な
労
働
支
援
を
求
め
る

現
場
と
ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ

し
な
か
っ
た
。
今
後
重
要

な
課
題
と
し
て
、
引
き
続

き
検
討
を
進
め
る
。

▲
公
的
機
関
、
第
３
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
買
取
、
新

規
就
農
者
へ
の
あ
っ
旋
。

▲
何
も
さ
れ
て
い
な
い
。

▲
法
人
な
ど
で
一
時
預
か

り
、
リ
レ
ー
す
る
仕
組

み
が
必
要
。

▲
伐
採
情
報
の
収
集
法
の

確
立
。

▲
各
農
家
の
先
を
見
据
え

た
話
し
合
い
が
必
要
。

▲
具
体
策
が
見
え
な
い
。
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行
政
は
何
を
し
た

議
会
か
ら
の
評
価

行
政
は
何
を
し
た

議
会
か
ら
の
評
価

行
政
は
何
を
し
た

議
会
か
ら
の
評
価

　
６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
活
動
交
付
金
な
ど
補

助
金
の
活
用
を
図
っ
て
い

る
。

　
「
農
業
法
人
情
報
交
換

会
」「
町
内
特
売
所
情
報
交

換
会
」
を
開
催
、事
業
者
間

の
連
携
や
情
報
共
有
を
進

め
て
い
る
。
信
大
農
学
部
、

飯
田
女
子
短
大
、
看
護
大
、

豊
南
短
大
と
の
産
学
官
連

携
を
推
進
し
て
い
る
。

後
継
者
の
育
成
支
援

魅
力
あ
る
産
業
に
育
て
よ

後
継
者
の
育
成
支
援

魅
力
あ
る
産
業
に
育
て
よ

農
業
法
人・企
業

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
て

農
業
法
人・企
業

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
て

果
樹
成
木
伐
採

を
食
い
止
め
よ
！

果
樹
成
木
伐
採

を
食
い
止
め
よ
！



総合評価

7.6
総合評価

6.8

農
業
の

担
い
手
確
保
は

確
実
な
基
礎

学
力
の
定
着
は

農
業
の

担
い
手
確
保
は

確
実
な
基
礎

学
力
の
定
着
は

　
教
育
委
員
会
の
自
己
評

価
で
は
公
共
施
設
の
活
用

８
点
、
補
講
・
補
習
授
業

に
よ
る
支
援
は
８
点
、
就

学
前
支
援
は
７
点
。
総
合

評
価
で
は
７
・
６
と
な
る
。

　
議
会
の
評
価
も
同
程
度

で
取
り
組
み
の
姿
勢
が
評

価
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て

　
産
業
観
光
課
の
自
己
評

価
は
評
価
基
準
が
示
さ
れ

て
い
な
い
の
で
採
点
困
難

と
の
返
答
で
あ
っ
た
。
求

め
て
い
る
の
は
自
己
評
価

で
客
観
的
な
評
価
で
は
な

い
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で

評
価
し
て
も
良
い
こ
と
。

与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
す

る
取
り
組
み
を
自
己
評
価

で
き
な
い
よ
う
で
は
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
行
っ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。

　
提
言
が
簡
単
に
達
成
で

き
る
よ
う
な
課
題
だ
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
こ
と
は
共
通
認
識

の
は
ず
。
総
合
平
均
値
の

最
低
点
３
・
８
、
緊
急
提

言
の
平
均
は
４
・
８
。
０

点
、
２
点
、
３
点
の
評
価

も
あ
っ
た
。
難
し
い
重
要

な
課
題
で
あ
る
か
ら
こ
そ

厳
し
い
評
価
と
な
っ
た
と

真
摯
に
受
け
止
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

良
い
。
し
か
し
総
合
平
均

値
の
最
高
点
１０
、
最
低
点

４
・
３
を
見
る
と
評
価
の

観
点
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ

た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

提
言
に
対
す
る
達
成
度
か

ら
評
価
す
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
の
更
な
る
取
り
組
み
が

望
ま
れ
る
。

　
基
礎
学
力
の
定
着
は

義
務
教
育
の
中
心
で
あ
り
、

皆
が
望
ん
で
い
る
こ
と
で

あ
る
。
幼
保
・
小
・
中
を

管
轄
す
る
町
が
子
育
て
環

境
も
含
め
、
一
貫
性
を
持

っ
て
常
に
こ
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
議
員
任
期
も
あ
と
半
年

を
切
り
、
任
期
中
の
活
動

を
振
り
返
っ
て
み
る
。

　
議
会
の
仕
事
の
柱
は
行

政
事
務
・
業
務
の
検
証
と

政
策
提
言
で
あ
り
、
制
定

し
た
議
会
基
本
条
例
に
も

う
た
っ
て
い
る
。
こ
の
政
策

提
言
は
議
会
の
合
議
を
も

っ
て
行
わ
れ
、

住
民
の
意
見

に
広
く
耳
を

傾
け
収
集
し
、

十
分
に
議
論

し
た
上
で
提

言
す
る
。

　
そ
し
て
行

政
が
提
言
に

沿
っ
て
政
策

を
執
行
し
て

い
る
か
、
住

民
と
共
に
検
証
し
、
更
な

る
提
言
に
つ
な
げ
て
い
く

繰
り
返
し
で
あ
る
。
こ
の

政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
を
し

っ
か
り
実
行
し
て
い
く
事

が
議
会
の
使
命
で
も
あ
る
。

　
今
回
、
議
会
基
本
条
例

制
定
後
初
め
て
の
政
策
提

言
を
行
い
、
一
年
を
経
て

執
行
側
と
議
会
と
両
方
の

視
点
で
検
証
を
行
っ
た
。

提
言
や
検
証
の
方
法
も
ま

だ
手
探
り
の
段
階
で
は
あ

る
。

　
し
か
し
た
ゆ
ま
ぬ
議
会

改
革
を
う
た
っ
た
基
本
条

例
を
下
に
、
課
題
解
決
の

た
め
更
な
る
取
り
組
み
が

必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
目

の
前
に
は
小

さ
な
事
か
ら

大
き
な
も
の

ま
で
、
提
言

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
政

策
・
課
題
が

山
積
し
て
い

る
。

　
今
年
は
議

会
改
選
期
に
あ
た
り
、
１１

月
に
は
選
挙
。
厳
し
い
日

程
の
中
、
区
会
の
協
力
を

い
た
だ
き
全
地
区
で
の
議

会
報
告
会
「
議
会
と
語
る

会
」
を
実
施
す
る
。
来
期

に
つ
な
が
る
有
意
義
な
会

に
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
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提言活動の総括とこれから提言活動の総括とこれから

※

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ…

生
産
・
品
質
管
理
を
円
滑
に
進
め
る
手
法
の
一
つ
。
計
画
↓
実
行
↓
評
価
↓
改
善
を
繰
り
返
し
行
う
。

※



清流苑ファンを増やす投資を清流苑ファンを増やす投資を

国
の
言
い
な
り
？

税
制
に
も
地
域
の
特
性
を

質
問
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
わ
る
固
定
資
産

税
の
軽
減
の
理
由
と
背
景

は
。
ま
た
、
独
自
の
税
率

算
定
な
ど
、
地
域
の
特
性

を
今
回
の
条
例
改
正
に
盛

り
込
ん
で
い
る
か
。

答
弁
　
国
の
法
律
改
正
に

従
っ
た
も
の
。
町
独
自
の

解
釈
や
改
正
に
つ
い
て
の

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

交
付
金
６
千
万
円
が
不
採

択
！
問
わ
れ
る
町
の
理
念

質
問
　
町
が
単
独
事
業
と

し
て
申
請
し
た
、
国
の
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
６

　
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
、
27
年
度
補
正
予
算
の
専
決
、
各
報
告
、
28

年
度
補
正
予
算
、
請
願
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。
頼
み
の
綱
で
あ
る
国
の
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
６
千
万
円
余
が
不
採
択
に
な
る
な
ど
、
町
の
財
政
運
営

の
根
底
が
問
わ
れ
る
。

千
万
円
余
が
全
て
却
下
さ

れ
た
。
貴
重
な
一
般
財
源

か
ら
そ
の
穴
埋
め
を
行
い
、

議
会
に
諮
ら
ず
専
決
と
す

る
こ
と
は
疑
問
だ
。
不
採

択
と
な
っ
た
原
因
を
分
析

し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
採
択
さ
れ
た
他
町

村
の
事
例
を
よ
く
研
究
し

て
２
次
募
集
に
臨
み
た
い
。

反
対
討
論

（
加
賀
田
亮
議
員
）

　
国
の
交
付
金
審
査
は
、

中
身
を
よ
り
吟
味
す
る
傾

向
に
あ
る
と
感
じ
る
。
特

に
地
方
創
生
関
連
の
交
付

金
は
、
自
治
体
経
営
の
基

本
理
念
や
将
来
性
、
実
効

性
な
ど
を
厳
し
く
問
わ
れ

る
。
県
内
７
割
の
市
町
村

が
採
択
と
な
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
当
町
が
不
採
択

と
な
っ
た
の
は
、
長
期
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
や
事
業
の
取

り
組
み
方
に
根
本
的
な
問

題
が
あ
る
。
こ
の
課
題
を

解
決
で
き
な
け
れ
ば
２
次

申
請
も
危
う
い
。

拡
大
し
て
攻
め
る
か

　
健
全
化
し
て
守
る
か

質
問
　
清
流
苑
会
計
の
補

正
で
、
売
上
が
増
加
し
た

の
に
対
し
、
仕
入
れ
な
ど

原
価
は
減
少
し
て
い
る
理

由
は
。
ま
た
、
収
支
改
善

に
よ
る
余
剰
資
金
は
顧
客

サ
ー
ビ
ス
へ
振
り
向
け
る

べ
き
で
は
。

答
弁
　
慣
例
と
し
て
収
入

は
厳
し
く
、
支
出
は
多
め

に
予
算
を
見
積
も
っ
た
の

で
、
今
回
の
よ
う
な
修
正

が
生
じ
た
。
余
剰
資
金
は

基
金
へ
積
み
立
て
、
財
務

体
質
を
強
化
す
る
。

新
た
な
視
聴
者
層
を

　
取
り
込
む
工
夫
を
！

質
問
　
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
ユ

ー
の
事
業
報
告
に
よ
れ
ば
、

売
上
は
微
減
傾
向
、
毎
年

の
よ
う
に
新
規
顧
客
開
拓

を
課
題
と
し
て
い
る
。
シ

ニ
ア
世
代
な
ど
視
聴
顧
客

層
の
偏
り
が
原
因
で
は
。

社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、

中
高
生
に
よ
る
番
組
自
主

制
作
活
動
が
若
年
層
の
獲

得
に
有
効
で
は
。

答
弁
　
新
社
屋
で
は
オ
ー

プ
ン
ス
タ
ジ
オ
を
併
設
し

て
い
る
の
で
、
若
者
の
参

加
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
検

討
し
た
い
。

移
住
人
気
No.1
の
長
野
県

当
町
に
そ
の
恩
恵
は
？

質
問
　
移
住
定
住
支
援
の

一
環
と
し
て
移
住
支
援
員

の
配
置
計
画
が
あ
る
が
、

主
な
任
務
は
。
ま
た
、
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
２

次
募
集
に
採
択
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
の
財
源
は
。
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問
わ
れ
る
町
の

基
本
理
念
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

27
年
度
予
算
専
決

28
年
度
予
算
補
正

６　
月

定
例
会

本会議でのより詳しい議論は公式HP、会議録にてご覧になれます。 松川町　本会議　会議録

 59億1200万円 68億9763万円 9億8563万円 63億8000万円 64億　592万円 △4億9171万円

 16億　516万円 17億8811万円 1億8295万円 16億8077万円 17億　918万円 △7894万円

 1億3918万円 1億4571万円 653万円 1億5129万円 1億5129万円 558万円

 12億8310万円 12億9111万円 801万円 12億9588万円 12億9588万円 477万円

 2億9219万円 2億9786万円 568万円 3億3234万円 3億3234万円 3447万円

 6220万円 7472万円 1252万円 754万円 754万円 △6718万円

 3億8540万円 3億9365万円 825万円 3億8937万円 3億8937万円 △428万円

 5億2870万円 5億4338万円 1468万円 5億2377万円 5億2377万円 △1962万円

 3379万円 3671万円 292万円 3357万円 3357万円 △314万円

 5億3343万円 5億4900万円 1557万円 5億9409万円 6億　327万円 5426万円

 107億7515万円 120億1788万円 12億4273万円 113億8860万円 114億5210万円 △5億6578万円

②－①比較 28年度予算 ③6月補正 ③－②比較

↑
当初予算に対し11.5%も増額した

↑
直近の補正予算と比較すると4.7%の減額



議
員
別
の
賛
否
結
果
は
12
頁
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

医療費は増加の一途なのか医療費は増加の一途なのか

　
子
ど
も
や
障
が
い
者
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
を
県

へ
求
め
る
請
願
が
本
会
議
最
終
日
に
審
議
さ
れ
、
賛

成
６
、
反
対
７
の
僅
差
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

５
件
の
賛
成
討
論
に
対
し
、
反
対
討
論
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

答
弁
　
現
在
、
集
落
支
援

が
対
応
し
て
い
る
が
、
移

住
問
い
合
わ
せ
の
増
加
に

よ
り
、
専
門
の
支
援
員
を

配
置
す
る
。
業
務
内
容
は

こ
れ
か
ら
煮
詰
め
る
。
万

が
一
の
場
合
の
財
源
は
、

移
住
支
援
の
特
別
地
方
交

付
税
を
活
用
す
る
。

医
療
の
進
歩
と

　
　
　
　
財
布
の
関
係

質
問
　
国
保
会
計
で
高
額

療
養
費
７
８
６
万
円
余
の

増
額
補
正
が
あ
る
。
保
険

適
用
と
な
っ
た
高
額
の
新

薬
が
話
題
だ
が
、
国
保
会

計
か
ら
の
莫
大
な
支
出
負

担
の
懸
念
も
あ
る
。
将
来

の
困
窮
が
予
想
さ
れ
る
が
、

そ
の
見
通
し
や
対
応
は
。

答
弁
　
昨
年
８
月
に
Ｃ
型

肝
炎
、
今
年
１２
月
に
は
肺

が
ん
の
新
薬
が
保
険
適
用

に
な
る
。
高
額
医
療
に
は

国
県
か
ら
４８
％
の
交
付
金

が
あ
る
が
、
残
り
の
負
担

は
国
保
会
計
か
ら
支
出
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

じ
わ
じ
わ
表
面
化
す
る

公
共
施
設
の
老
朽
化

質
問
　
中
学
校
体
育
館
バ

ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
緊
急

修
繕
の
た
め
、
３５
万
円
の

補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
問
題
の
ゴ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
は
２
つ
で

一
組
だ
が
、
両
方
と
も
修

繕
す
る
の
か
。

答
弁
　
当
該
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
は
天
井
吊
り
下

げ
式
で
、
こ
れ
を
昇
降
す

る
電
動
機
器
の
故
障
に
よ

る
も
の
。
平
成
８
年
に
設

置
し
２０
年
近
く
経
過
し
て

い
る
。
も
う
片
方
は
特
に

支
障
は
な
く
、
今
回
は
片

方
の
み
修
繕
を
行
う
。

イ
ベ
ン
ト
に
も
必
要

　
費
用
対
効
果
の
検
証

質
問
　
町
制
６０
周
年
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
利
活
用
は
。

１０
年
前
の
５０
周
年
時
に
は

マ
ー
ク
を
使
用
す
る
団
体

に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た

は
ず
だ
が
、
今
回
は
同
様

の
制
度
を
実
施
す
る
の
か
。

答
弁
　
５０
周
年
時
で
は
、

体
育
事
業
な
ど
で
表
彰
状

や
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
授
与
す

る
際
に
助
成
し
た
。
そ
の

後
の
検
証
で
は
助
成
効
果

が
疑
問
視
さ
れ
、
事
務
処

理
コ
ス
ト
の
負
担
も
大
き

い
こ
と
が
判
明
。
今
回
の

６０
周
年
で
は
当
該
の
補
助

事
業
を
見
送
っ
た
。

賛
成
討
論

（
加
賀
田
亮
議
員
）

　
所
得
制
限
を
設
け
る
な

ど
条
件
を
付
与
し
て
で
も
、

低
所
得
者
な
ど
生
活
困
窮

者
へ
の
福
祉
と
し
て
実
施

す
る
よ
う
県
へ
働
き
か
け

る
べ
き
だ
。

（
松
井
悦
子
議
員
）

　
国
保
会
計
悪
化
を
招
く

恐
れ
は
あ
る
も
の
の
、
想

像
を
絶
す
る
よ
う
な
ひ
っ

迫
し
た
家
庭
を
救
う
た
め

に
も
請
願
を
採
択
す
る
べ

き
だ
。

（
黒
澤
哲
郎
議
員
）

　
大
部
分
の
都
道
府
県
は

国
保
会
計
へ
の
交
付
金
を

減
額
さ
れ
て
も
実
施
し
て

お
り
、
国
も
見
直
し
に
向

け
て
動
い
て
い
る
。
世
相

の
実
勢
に
沿
う
べ
き
だ
。

（
熊
谷
宗
明
議
員
）

　
全
国
的
に
も
窓
口
無
料

化
の
流
れ
が
大
半
。
明
日

の
現
金
に
事
欠
く
家
庭
も

あ
る
現
実
を
考
慮
す
る
と
、

請
願
を
採
択
す
べ
き
だ
。

（
森
谷
岩
夫
議
員
）

　
下
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

町
村
議
会
で
も
県
へ
窓
口

無
料
化
を
求
め
て
働
き
か

け
て
い
る
。
構
成
町
村
で

あ
る
当
町
単
独
で
も
主
張

を
一
貫
さ
せ
る
べ
き
だ
。

松川町議会だより7 No.1322016. 7.15

主
張
が
真
っ
二
つ
！

医
療
費
窓
口
無
料
化
の
請
願

本会議でのより詳しい議論は公式HP、会議録にてご覧になれます。 松川町　本会議　会議録

 59億1200万円 68億9763万円 9億8563万円 63億8000万円 64億　592万円 △4億9171万円

 16億　516万円 17億8811万円 1億8295万円 16億8077万円 17億　918万円 △7894万円

 1億3918万円 1億4571万円 653万円 1億5129万円 1億5129万円 558万円

 12億8310万円 12億9111万円 801万円 12億9588万円 12億9588万円 477万円

 2億9219万円 2億9786万円 568万円 3億3234万円 3億3234万円 3447万円

 6220万円 7472万円 1252万円 754万円 754万円 △6718万円

 3億8540万円 3億9365万円 825万円 3億8937万円 3億8937万円 △428万円

 5億2870万円 5億4338万円 1468万円 5億2377万円 5億2377万円 △1962万円

 3379万円 3671万円 292万円 3357万円 3357万円 △314万円

 5億3343万円 5億4900万円 1557万円 5億9409万円 6億　327万円 5426万円

 107億7515万円 120億1788万円 12億4273万円 113億8860万円 114億5210万円 △5億6578万円

①27年度予算 ②6月専決

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

公共下水道事業特別会計

発 電 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

保養宿泊施設事業特別会計

青 年 の 家 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

合 計

(H27/6新設)

※端数処理のため合計値は一致しない場合があります。



質問・意見答弁
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築37年。老朽化が進む中学校給食棟

社会文教
常任委員会日（水）に総務産業建設常任委員会を開催し、付託

調査を実施しました。
に審査を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

①戸籍住民基本台帳費委託料は毎年
当初予算で300万円組まれていた
ものが本年度は30万円だった。
補正で243万円計上されているが
なぜ予見できなかったのか。

②公民館費にグランドピアノ運搬、
調律として7万5千円組まれてい
るがその内容は。

③旧東小学校漏水修理の27万6千円
は閉栓をして鍵をかける程度では
金額が大きすぎるのではないか。

④６区画の宅地造成に関わる北垣外
遺跡発掘調査費に248万9千円は、
明確な作業日程に基づいた見積り
金額であるか。

⑤国保システム改修委託料は、当初
予算に比べ10倍となっている。
平成30年度の広域化の基準が決
まっていない段階で、町が負担す
るのはなぜか。

①マイナンバー制度の委託経費が本年度には大部分
が不要になるため、その経費を整理するなかで誤
って落としてしまった。予算編成時には担当と課
長だけでなく、複数の目で確認する対応策を考え
ていく。

②現在旧東小学校の体育館にあるピアノを新公民館
のホールへ設置して、ワークショップ委員会で挙
げられてきた文化の香り高い町にしていく。

③４月20日に漏水が発覚して以来、音調器で音を
聞きながら掘ってきた経過があり、その調査費と
止水弁の漏水修繕が含まれている。

④当初７カ所ほど格子状に掘る計画から縦長のライ
ンで掘る手法に変えたが、概ね20日間かかる見
込みである。労務単価は近隣町村と足並みを揃え
ている。

⑤今の案でいけば国から100％の補助になってくる。
補助金は６月に申請し、年度末に特別調整交付金
として措置される。

○「子ども、障がい者等の医療費窓口無料化を求める長野県へ意見書の提出を求める請願」を審査した
結果、賛成２、反対４で不採択としました。

○「義務教育費国庫負担制度の堅持を求める請願」「国の責任による35人以下学級推進と、教育予算の
増額を求める意見書提出に関する請願」は全員賛成で採択となり、意見書提出を決定しました。

 中央公民館改築工事は内装工事へと進み、各

部屋の輪郭が鮮明になってきています。予定通

り１０月には完成するとの報告を受けました。次

に中学校の給食棟を視察し、耐震診断の結果報

告を受けました。外部にもひび割れがあり、早

急な改修着手が望まれます。

調査・研究



質問・意見 答弁
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補修工事で大災害防止

総務産業建設
常任委員会 　６月７日（月）に社会文教常任委員会、６月９

された案件の審議を行い、各委員会ごとに現地
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別

①熊本震災災害支援費としての85
万円の金額算定根拠は。

②店舗リフォーム補助金について15
件300万円が満額消化されている
が、主な内容は。

③工場等設置事業補助金150万円増
額の説明を。

④防災対策費、需用費の消防団旧無
線設備撤去の内容は。

⑤水道事業補正予算、建設改良費、
施設工事費、工事請負費、町道116
号線配水管布設工事建設改良費事
請負費540万円の内容は。

①長野県町村会の熊本震災への寄附の目標金額3千
万円に対して人口割りにより数値が示され対応
した。町独自の義援金については、現段階で180
万円ほどが集まっており、松川町熊本地震義援
金募集として６月30日までを目途にするが、今
後も継続する。

②５月に募集開始、６月３日申請で満杯となった。
内容は外壁工事、照明のＬＥＤ化、下水道への
接続工事などで工事費1143万5千円、補助金額
が296万1千円の結果であった。

③申請は21件、前年度に取得した固定資産の固定
資産税相当分を翌年度に補助する。土地家屋は
３年間、償却資産が１年間で、土地家屋約600万
円、償却資産約500万円であった。商工会加入を
要件として、未加入３社が商工会に新規加入した。

④旧式のアナログ無線設備で、現在はデジタル化
されており電波法の改正により５月31日に電波
の使用ができなくなった。代替えもあり用途も
無いため撤去する。

⑤中央小学校のグラウンドから神護原線に下る道
路の改良に合わせ、水道管を新設敷設バイパス
管を設置する。これにより事故や工事を行うと
きでも給水停止状態を回避するために、配管網
を格子状にする計画であるが、経費節減のため
道路工事に合わせて行う。

　今回は防災の観点から生田地区を視察しまし

た。５月11日降雨による町道赤山線峠地籍他の

被災状況と、県道松川大鹿線、峠しもくり地区

の改良工事予定現場、神護原線工事状況、旧境

の沢橋架け替え状況を視察し、その橋の延命処

理施工の現地状況研修を受けました。

 

調査・研究



青
年
の
家
の
有
効
活
用
案
は

議
会
特
命
チ
ー
ム
で
提
言

乱
立
す
る
行
政
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

新
組
織
観
光
局（
仮
）に
議
論
伯
仲
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松
川
町
の
観
光
地
域
づ

く
り
の
方
向
性
と
、
そ
れ

を
一
元
的
に
推
進
す
る
舵

取
り
役
の
新
組
織
と
し
て
、

「
南
信
州
ま
つ
か
わ
観
光

局（
仮
）」
の
設
立
が
議
会

全
員
協
議
会
へ
提
案
さ
れ

た
。
議
会
か
ら
も
こ
こ
数

年
、
公
社
化
に
向
け
て
の

提
案
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、

よ
う
や
く
行
政
案
が
出
て

き
た
感
じ
だ
。
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
タ
ウ
ン
松
川
の
施
設
運

営
や
、
青
年
の
家
な
ど
の

運
営
、「
み
ら
い
」
で
取
り

組
ん
で
い
る
観
光
事
業
な

ど
の
推
進
が
包
含
さ
れ
る

よ
う
だ
。
し
か
し
果
樹
園

経
営
の
後
継
者
不
足
の
解

消
を
見
据
え
た
、
農
業
部

分
の
公
社
化
が
含
ま
れ
て

い
な
い
の
が
気
が
か
り
で

今
後
の
課
題
だ
。

　
提
案
書
の
中
身
も
版
を

重
ね
る
ご
と
に
深
ま
っ
て

い
る
が
、
議
会
と
し
て
も

今
後
に
向
け
て
注
視
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
初
め
か
ら
大
風
呂
敷
で

な
く
、
小
さ
く
生
ん
で
大

き
く
育
て
る
こ
と
も
大
切

だ
。

　
松
川
町
に
移
管
さ
れ
る

「
県
立
松
川
青
年
の
家
」

は
、
そ
の
活
用
案
を
め
ぐ

り
時
間
を
か
け
て
議
論
さ

れ
て
き
た
。
議
会
も
県
外

視
察
を
重
ね
、
住
民
各
位

の
声
も
聴
き
な
が
ら
活
用

案
を
探
っ
て
き
た
。
議
会

と
し
て
一
つ
の
方
向
を
出

す
こ
と
を
目
指
し
た
が
、

議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
の

な
か
に
は
更
地
に
と
い
う

意
見
も
あ
る
。
し
か
し
大

方
の
方
向
は
、
「
研
修
棟

（
宿
舎
も
含
め
）、
体
育
館
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
併
設
し
た

施
設
と
し
て
今
後
も
有
効

活
用
す
る
」
と
い
う
主
旨

で
、
細
部
の
利
用
案
を
理

事
者
に
提
案
書
と
し
て
出

す
予
定
だ
。

　
一
方
、
理
事
者
は
６
月

定
例
会
に
お
い
て
「
山
岳

・
自
然
の
拠
点
、
ス
ポ
ー

ツ
の
拠
点
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
を
含
め
た
研
修
施
設
」

と
し
て
改
修
を
施
し
、
全

施
設
を
有
効
活
用
す
る
と

し
た
案
を
提
示
し
て
き
た
。

今
後
は
理
事
者
提
案
を
、

議
会
の
提
案
に
照
ら
し
て

し
っ
か
り
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。

　
も
は
や
役
場
の
業
務
に

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
不
可
欠

で
あ
り
、
そ
れ
な
く
し
て

行
政
事
務
は
遂
行
で
き
な

い
。
一
般
会
計
だ
け
で
も

年
間
の
シ
ス
テ
ム
関
連
費

用
は
１
億
６
千
万
円
ほ
ど

と
莫
大
な
額
に
な
っ
て
い

る
。
数
年
来
の
議
会
か
ら

の
指
摘
を
受
け
、
２８
年
度

予
算
に
初
め
て
シ
ス
テ
ム

コ
ン
サ
ル
費
と
し
て
１
５

０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

　
２
月
２６
日
と
５
月
６
日

に
行
政
と
議
会
か
ら
な
る

「
業
務
シ
ス
テ
ム
検
討
委

員
会
」
が
開
か
れ
、
膨
ら

み
続
け
る
シ
ス
テ
ム
と
そ

の
経
費
の
最
適
化
の
方
向

性
を
検
討
し
た
。
一
般
に

地
方
自
治
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

対
す
る
意
識
は
、
民
間
の

そ
れ
に
比
べ
相
当
に
低
い

と
言
わ
れ
る
。
シ
ス
テ
ム

の
最
適
化
は
各
課
を
横
断

す
る
課
題
で
あ
り
、
縦
割

り
組
織
、
縄
張
り
意
識
が

弊
害
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
説
も
あ
る
。
議
会
は
今

後
も
民
間
・
住
民
の
視
点

で
、
全
庁
横
断
的
な
「
最

適
な
シ
ス
テ
ム
」
を
模
索

し
て
い
く
。

　
４
月
21
日
、
新
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
「
ケ
ア
ラ
ク
ス

ル
」
を
紹
介
し
導
入
を
検

討
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

社
協
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
使

用
の
困
難
さ
に
つ
い
て
指

摘
が
あ
っ
た
が
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
管
理
に
お
い
て
は
関

心
が
高
い
と
返
答
。
ま
た
、

他
の
業
務
へ
の
拡
張
性
・

汎
用
性
が
高
い
こ
と
を
伝

え
、
保
健
福
祉
課
中
心
に

検
討
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

●
ケ
ア
ラ
ク
ス
ル
と
は
？

　
介
護
業
務
を
効
率
化
す

る
シ
ス
テ
ム
。
高
齢
者
の

増
加
に
よ
り
介
護
の
需
要

は
増
大
す
る
な
か
、
重
労

働
低
賃
金
、
高
い
離
職
率

に
よ
る
人
手
不
足
が
現
状
。

紙
帳
簿
、
報
告
書
を
電
子

化
、
ス
タ
ッ
フ
と
利
用
者

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
機
能
を

自
動
化
、
こ
れ
ら
に
よ
り

訪
問
ス
タ
ッ
フ
の
直
行
直

帰
を
可
能
に
し
多
様
な
働

き
方
で
過
重
労
働
を
軽
減
。

訪
問
件
数
を
１
・
５
倍
、

事
務
処
理
業
務
を
１０
分
の

１
に
減
少
。
コ
ス
ト
の
削

減
、
雇
用
の
促
進
と
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
が
で
き
る
。

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ…

情
報
・
通
信
に
関
す
る
技
術
の
総
称
。
従
来
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
「
Ｉ
Ｔ
」

　
　
　
　
　
に
代
わ
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
。

※



一般質問で行政側が「検討する」と答弁したものが、その後どうなっているか追跡しました。

質問 空き家対策、どう進めるのか？ 平成24年12月議会 平成27年 6月議会
平成25年 9月議会

　町内で、核家族化、少子高齢化、山間部の過疎化などで空き家が増加し、防犯面や火
災発生などが心配される。有効活用も含め、どう対処していくのか。

空き家等対策庁内調整会議
（役場内）

空き家等対策検討委員会
（区会代表、議会代表、団体代表など）

各自治会から空き家の報告受理

空き家の現地調査図を作成

外観による現地調査
（業者に委託）

空き家所有者の特定
（固定資産データの活用）

空き家所有者の意向調査
（活用、空き家バンク登録、廃棄の意向など）

空き家の要因と課題の洗い出し

空き家対策の検討

地区名 組合数 戸　数 空き家
報告数

古 町 地 区
上新井地区
名 子 地 区
大 島 地 区
上片桐地区
福 与 地 区
部 奈 地 区
生 東 地 区

計

13
78
97
60
104
17
8
19
396

138
560
1,029
535
792
137
81
150
3,422

このように
　進められます
このように
　進められます
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まずは現状把握。急がれる空き家対策

事務局（建設課）
（会議が随時開催されます）

2
17
14
7
21
8
2
16
87

　空き家の問題は全国的に発生しており、国は平成27年5月「空き家対策特別措置
法」を施行しました。これにより全国の自治体が法律の裏付けのもとに取り組むことが
できるようになりました。

　今後、空き家管理条例、空き家対策計画の策定も予定されています。
（空き家の発生抑制、空き家の適正管理、利活用可能空き家対策・老朽危険空き家対策）



○ 賛成　▼ 反対

●全会一致で議決されたもの

●多数決により議決されたもの
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平成28年第2回定例会議決結果

承認

承認

承認

承認

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

採択

採択

専
決
承
認
条
例

報
　
告

指
定
管
理

者
の
指
定

規
約

請
願
・
陳
情

平
成
27
年
度
補
正
予
算（
専
決
承
認
）

平
成
28
年
度
補
正
予
算

松川町税条例等の一部を改正する条例の制定について（専決第7号）
行政不服審査法の改正に伴う文言、名称変更、基準の改正。
地方税法の改正に伴う内容の改正

課税限度額を医療分と支援金分を各々２万円引き上げる改定。
５割軽減、２割軽減の基準金額の改定

松川町総合交流促進施設（梅松苑）指定管理者　㈱ライフテック

条例の改正に基づく条項の追加

6508万円を追加し、17億8687万円に

5547万円を減額し、12億9111万円に

320万円を追加し、5億4338万円に

2592万円を追加し、64億592万円に

「下伊那郡町村総合事務組合」に名称変更

提出者╱松川町学校教職員組合　代表　木下　民子

提出者╱松川町学校教職員組合　代表　木下　民子

2840万円を追加し、17億918万円に

翌年度へ繰り越した歳出予算の経費の報告（3億2251万円）

翌年度へ繰り越した歳出予算の経費の報告（2854万円）

翌年度へ繰り越した歳出予算の経費の報告（918万円）

土地開発公社の経営状況の報告

町が出資している法人の経営状況の報告

　　　　　　　補正額　　　　計
収益的収入 100万円 2億9667万円
収益的支出 1564万円  3億2856万円

　　　　　　　補正額　　　　計
収益的支出 162万円  2億8789万円
資本的収入   200万円 1億5346万円
資本的支出　 756万円  3億1537万円

松川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
（専決第8号）

松川町固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例の制定に
ついて（専決第9号）

平成27年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第5回）
について（専決第11号）

平成27年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第5回）について
（専決第12号）

平成27年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第4回）につい
て（専決第13号）

平成27年度松川町水道事業会計補正予算（第5回）について
（専決第14号）

平成27年度松川町一般会計繰越明許費繰越計算書の提出について

平成27年度松川町発電事業特別会計繰越明許費繰越計算書の提出につ
いて

平成27年度松川町水道事業会計予算繰越計算書の提出について

松川町土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出について

株式会社チャンネル・ユーの経営状況を説明する書類の提出について

松川町総合交流促進施設の指定管理者の指定について

平成28年度松川町一般会計補正予算（第1回）

平成28年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1回）

平成28年度松川町水道事業会計補正予算（第1回）

下伊那郡町村公平委員会組合規約の変更

「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める請願

国の責任による35人以下学級推進と、教育予算の増額を求める意見書
提出に関する請願

件　　　　　名

件　　　　　名 結 果 内　　　　容

平
成
27
年
度

補
正
予
算

（
専
決
承
認
）

▼

○

○

▼

○

○

○

○

○

○

○

○

○

▼

○

▼

○

▼

○

▼

○

○

○

▼

○

▼

加

賀

田

亮

菅

沼

一

弘

黒

澤

哲

郎

坂

本

勇

治

熊

谷

宗

明

森

谷

岩

夫

米

山

俊

孝

島

田

弘

美

橋

本

喜

治

間

瀬

重

男

松

井

悦

子

米

山

由

子

白

川

靖

浩

結
　
果

内　　容

可決

不採択

8504万円を追加し、68億9763万円に

提出者╱飯伊地区社会保障推進協議会
代表　唐澤　啓六

請
願
・
陳
情

子ども・障がい者等の医療費窓口無料化
を求める長野県への意見書の提出を求め
る請願

平成27年度松川町一般会計補正予算
（第9回）について（専決第10号）

4月 4日 （月)  議会だより編集委員会
4月 4日 （月)  議会だよりモニター懇談会
4月 6日 （水）
 4月 7日 （木） 議会だより編集委員会
4月 11日 （月)  議会だより編集委員会
4月 21日 （木）
 4月 27日 （水）
 4月 27日 （水）
5月 6日 （金）
5月 6日 （金）

議員協議会
 

北部ブロック正副議長会議 
議会全員協議会 
中部伊那町村議会正副議長会議 
議会運営委員会
議員協議会 

5月 22日 （日）
5月 25日 （水）・26日（木）

5月 30日 （月）
6月 1日 （水)
6月 6日 （月)
6月 6日 （月)
6月 6日 （月)
6月 7日 （火) 
6月 9日 （木)

全国植樹祭松川会場 

視察研修（東京・埼玉）
社会文教常任委員会
議会全員協議会
議会全員協議会
第2回定例会（開会）
議会だより編集委員会
社会文教常任委員会
総務産業建設常任委員会 

      

6月 14日 （火）
6月 14日 （火）
6月 15日 （水）
6月 16日 （木)  議会全員協議会
6月 16日 （木)  議会だより編集委員会
6月20日 （月）
6月23日 （木)  議会だより編集委員会
6月30日 （木) 議会だより編集委員会

議会改革推進会議       
議員協議会       
第2回定例会（一般質問）

       
第2回定例会（再開╱最終日）       
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1　加賀田亮議員（14ページ）
・「協働のまちづくり」の担い手と
　して十分に住民を育ててきたか

2　坂本勇治議員（15ページ）
・東小学校後利用の現状は
・将来を見据えたITのインフラ整
　備は

3　熊谷宗明議員（16ページ）
・住んでよし、訪れてよしの地域
　づくりとは
・上片桐バイパスの今後の方向性は

4　米山俊孝議員（17ページ）
・業務管理体系におけるひずみに
　ついては
・教育から始まる 地方創生・地域活
　性化は

5　米山由子議員（18ページ）
・長期的展望に立った町の農業振
　興策は

6　黒澤哲郎議員（19ページ）
・２期目就任から１年。任期の１/４
　を経過した。町長構想の進捗具合
　はどうか
・新中央公民館の完成によりどのよ
　うな運営がなされるのか 

日
程
と
会
場

　●
７
／
２０
（
水
）

　
上
新
井
地
区
公
民
館

●
７
／
２２
（
金
）

　
部
奈
伝
承
セ
ン
タ
ー

●
７
／
２４
（
日
）

　
名
子
地
区
公
民
館

●
７
／
３０
（
土
）

　
上
片
桐
改
善
セ
ン
タ
ー

　

●
７
／
３０
（
土
）

　
上
大
島
公
民
館

　
い
ず
れ
も
１９
時
〜
２１
時

主
要
テ
ー
マ

○
青
年
の
家
・
旧
東
小
学

　
校
の
あ
と
利
用
は

○
高
齢
化
社
会
の
福
祉
と

　
次
世
代
の
支
援
は

  

（
子
育
て
・
教
育
な
ど
）

　
４
月
か
ら
条
例
化
さ
れ

た
政
務
活
動
費
は
１２
人
が

申
請
を
行
い
、
議
員
と
し

て
の
質
を
高
め
る
べ
く
、

各
々
が
活
動
を
始
め
て
い

ま
す
。
４
月
か
ら
６
月
ま

で
の
活
動
実
績
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。
詳
細
な
活

動
報
告
書
な
ら
び
に
会
計

報
告
は
、
い
つ
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
公
開
し

て
お
り
、
議
会
事
務
局
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
厳
し
い
目
で
監
視

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

議会と
語る会 お聞かせ下

さ
い
日
頃
の
思
い

政
務
活
動
費

４
〜
６
月
報
告

資
質
向
上
に
励
む

加賀田 亮
菅沼 一弘
黒澤 哲郎
坂本 勇治
米山 俊孝
島田 弘美
橋本 喜治
間瀬 重男

2件
1件
1件
1件
1件
1件
1件
1件

26,725円
21,145円
21,145円
21,145円
21,145円
26,675円
20,945円
21,145円

【
公
開
先
ア
ド
レ
ス
】  h

ttp
s://g
oo.g
l/C
v
0
sC
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
ー
・
ブ
イ
・
ゼ
ロ
・
エ
ス
・
シ
ー
・
エ
フ
）

　
本
年
度
の
「
議
会
と
語
る
会
」
を
左
記
の
予
定
で
実

施
い
た
し
ま
す
。
日
頃
の
お
考
え
や
ご
要
望
を
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
議
会
は
ご
意
見
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
活
動
の
糧
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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加賀田亮 議員加賀田亮 議員

声に出せない不満をくみ取るシステムを

隠すことは何もない……住民の関心が協働を生む

（
問
）
第
４
次
総
合
計
画
で

示
さ
れ
た
「
協
働
」
は
、
真

の
住
民
自
治
を
目
指
す
崇
高

な
理
念
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
実
践
は
険
し
く
、
複
雑
で

構
造
的
な
阻
害
要
因
が
多
数

存
在
す
る
。
こ
の
問
題
を
紐

解
き
、
整
理
分
類
し
、
要
因

別
に
視
点
を
変
え
な
が
ら
過

去
の
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

多
く
の
提
言
を
行
っ
て
き
た

が
、
そ
の
後
の
行
政
の
経
過

と
対
応
を
質
す
。
偏
っ
た
世

代
別
人
口
構
成
を
ど
の
よ
う

に
し
て
是
正
す
る
の
か
。

（
町
長
）
第
５
次
総
合
計
画

に
て「
出
会
い
・
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
・
住
ま
い
・
仕
事
」

の
拡
充
を
図
り
た
い
。

（
問
）「
協
働
」
推
進
の
た
め

に
は
「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン

ス
」
の
姿
勢
が
必
須
で
あ
る

が
、
そ
う
い
っ
た
意
識
を
持

っ
て
広
報
広
聴
活
動
を
進
め

て
い
る
か
。

（
町
長
）　Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
紙
媒

体
な
ど
を
利
用
し
情
報
伝
達

に
努
め
て
い
る
が
、
全
て
の

住
民
に
伝
え
る
こ
と
は
困
難

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

（
問
）「
協
働
」
に
は
行
政
と

住
民
の
距
離
感
が
重
要
だ
。

行
政
が
住
民
へ
一
方
的
に
参

加
を
要
請
す
る
こ
と
が
「
協

働
」
で
は
な
い
。
ま
た
、
住

民
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」
だ
け

が
「
協
働
」
で
も
な
い
。
本

来
は
、
住
民
が
主
体
的
に
地

域
の
課
題
を
発
掘
し
、
住
民

自
ら
が
改
善
策
を
練
り
、
行

政
へ
提
案
す
る
と
い
っ
た
、

行
政
活
動
の
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
る
の
が
真
の
姿
で

あ
る
。
住
民
が
問
題
意
識
を

持
ち
や
す
い
よ
う
に
、
行
政

は
た
と
え
不
都
合
な
事
実
・

情
報
で
も
す
べ
て
開
示
し
、

地
域
住
民
の
叡
智
を
求
め
促

す
姿
勢
が
必
要
で
は
。

（
町
長
）
町
民
提
案
型
ま
ち

づ
く
り
事
業
を
活
用
す
る
な

ど
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

住
民
民
度
の
成
熟
は
道
半
ば

だ
。
行
政
か
ら
石
を
投
げ
る

行
政
主
導
の
姿
勢
も
必
要
だ

と
考
え
る
。

（
問
）
町
の
将
来
を
担
う
若

年
層
・
子
育
て
層
を
中
心
と

し
た
「
住
民
総
合
会
議
」
を

設
置
し
、
町
の
あ
ら
ゆ
る
課

題
や
諮
問
を
継
続
し
て
協
議

で
き
る
よ
う
な
、
住
民
参
画

を
促
す
仕
組
み
を
構
築
す
べ

き
だ
。
メ
ン
バ
ー
を
固
定
せ

ず
、
流
動
的
に
拡
大
・
入
れ

替
え
を
行
う
こ
と
で
、
広
く

住
民
の
民
度
向
上
に
も
貢
献

で
き
る
の
で
は
。

（
町
長
）
平
均
年
齢
３８
歳
、

女
性
比
率
４０
％
の
地
域
づ
く

り
会
議
を
核
と
し
て
継
続
発

展
さ
せ
る
よ
う
に
検
討
し
た

い
。

（
問
）
会
議
で
の
発
言
が
す

べ
て
で
は
な
い
。
住
民
の
声

に
出
せ
な
い
不
満
と
い
っ
た
、

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
引
き
出

す
施
策
は
。
特
に
若
年
層
・

子
育
て
世
代
や
女
性
の
声
を

吸
収
で
き
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
な
ど
で
女
性
の
意
見
を
聞

い
て
い
る
。
女
性
は
生
活
に

密
着
し
た
意
見
が
多
い
と
感

じ
て
い
る
。

（
要
望
）
仕
事
の
都
合
で
会

議
や
懇
談
会
に
参
加
で
き
な

い
、
公
の
場
で
意
見
を
発
し

に
く
い
と
い
う
住
民
も
多
い

は
ず
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
、
声
に
出
せ
な

い
不
安
や
悩
み
を
発
信
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
だ
。

住
民
自
身
が
問
題
を
提
起
し
、

そ
れ
が
大
き
な
波
と
な
っ
て

課
題
解
決
に
つ
な
が
れ
ば
、

地
域
住
民
と
し
て
の
達
成
感

に
な
る
。そ
れ
が「
協
働
」「
地

域
自
治
」
の
姿
で
あ
り
、
結

果
的
に
地
元
を
再
評
価
し
愛

着
を
感
じ
る
。
そ
う
い
っ
た

「
誇
り
」
を
得
る
こ
と
が
「
住

ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
」
感
覚

に
不
可
欠
だ
。

※

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス…

行
政
デ
ー
タ
や
情
報
を
公
開
活
用
し
、
住
民
が
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
・
実
行
段
階
で
協
働
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

問答

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス※

で
協
働
推
進
を

民
度
が
十
分
に
成
熟
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
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坂本勇治 議員坂本勇治 議員

IT利用が自然で当たり前の時代は近い

行政組織の細分化があと利用の足かせに？

（
問
）
現
状
の
管
理
体
制
と

利
用
状
況
は
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
当
課
で

貸
し
出
し
業
務
、
修
繕
業
務

を
、
生
東
森
の
会
の
皆
さ
ま

が
施
設
内
外
の
清
掃
業
務
や

施
錠
管
理
な
ど
行
っ
て
い
る
。

平
成
２７
年
度
は
年
間
６７
団
体

１
３
１
０
人
の
方
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
。

（
問
）
あ
と
利
用
を
考
え
た

時
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
考

え
は
非
常
に
大
事
だ
。
活
用

に
関
す
る
生
東
を
考
え
る
会

の
活
動
内
容
と
現
状
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　
活
動
は
２
年
余
り
続
い
て

お
り
、
毎
回
大
勢
の
皆
さ
ん

が
集
ま
り
生
東
地
区
の
成
り

立
ち
や
、
ど
ん
な
所
な
の
か

を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し

て
、
将
来
を
考
え
る
元
を
話

し
合
っ
て
い
る
と
い
っ
た
状

況
だ
。
東
小
の
利
用
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
課
題
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
は
、
し
っ
か

り
時
間
を
か
け
て
地
域
形
成

を
構
築
し
て
い
く
も
の
だ
と

考
え
る
。

（
問
）
施
設
を
維
持
し
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く

に
は
、
適
正
な
収
入
が
必
要

不
可
欠
だ
。
住
民
福
祉
と
教

育
に
い
く
ら
予
算
を
取
り
、

そ
の
予
算
を
ど
こ
か
ら
捻
出

す
る
の
か
と
い
っ
た
、
利
用

計
画
や
構
想
に
沿
っ
た
経
営

（
問
）
広
域
議
会
で
も
Ｉ
Ｔ

環
境
の
整
備
利
活
用
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
て

い
る
。
将
来
の
Ｉ
Ｔ
企
業
誘

致
や
、
観
光
交
流
人
口
の
確

保
な
ど
を
考
え
る
と
、
高
速

通
信
網
の
整
備
と
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ※
環
境
の
充
実
は
欠
か
せ
な

い
。
将
来
へ
の
対
応
と
し
て

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
も
現
在
の

容
量
で
は
不
十
分
だ
。
今
後

の
整
備
計
画
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）　

　
町
内
で
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ（
チ

ャ
ン
ネ
ル
・
ユ
ー
）
の
光
ケ

ー
ブ
ル
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
の
通
信
会
社
の
光
ケ
ー
ブ

ル
が
あ
り
、
そ
れ
以
上
整
備

す
る
計
画
は
な
い
。

（
要
望
）
今
の
小
学
生
は
、

リ
ニ
ア
時
代
に
は
成
人
し
て

い
る
。
子
供
た
ち
の
将
来
に

今
何
を
す
る
か
、
危
機
感
を

持
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

的
な
試
算
は
行
っ
て
い
る
か
。

（
町
長
）
経
営
的
な
収
支
の

試
算
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。

（
問
）
町
長
の
思
い
で
分
課

し
た
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
は
、

課
題
が
山
積
み
で
職
員
へ
の

負
担
と
対
応
へ
の
遅
滞
が
心

配
だ
。
課
を
合
課
し
人
員
を

増
や
し
、
併
任
や
兼
任
に
よ

る
複
数
で
業
務
に
当
た
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
か

つ
適
正
に
業
務
が
進
む
と
思

う
が
、
課
を
減
ら
す
考
え
は
。

（
町
長
）
現
在
は
考
え
て
い

な
い
。

※
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ…

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
衆
接
続
サ
ー
ビ
ス
の
俗
称
。

問答

東
小
の
あ
と
利
用
計
画
は
進
ん
で
い
る
か

昨
年
の
答
弁
を
基
に
検
討
し
て
い
る

問答

Ｉ
Ｔ
環
境
の
更
新
と
整
備
は

今
は
考
え
て
い
な
い
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熊谷宗明 議員熊谷宗明 議員

先線の見通しがついていない

農商工連携、これからは観光局が舵を取る？

（
問
）
南
信
州
ま
つ
か
わ
観

光
局（
仮
）設
立
企
画
書
案
が

提
示
さ
れ
た
。
観
光
を
軸
と

し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

熱
き
思
い
は
。

（
町
長
）
発
信
力
を
高
め
多

く
の
人
た
ち
に
訪
れ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
経
済
や
情
報
が

動
く
、
活
性
化
を
図
る
こ
と

に
よ
っ
て
移
住
定
住
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

　
行
政
が
す
べ
て
の
事
を
や

っ
て
い
く
の
に
は
限
界
が
あ

り
、
別
会
社
の
な
か
で
共
に

や
っ
て
い
く
必
要
性
を
ず
っ

と
考
え
て
い
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
や
青
年

の
家
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
、
角
度
か
ら
考
え
て

企
画
を
立
ち
上
げ
た
。

（
問
）
観
光
を
振
興
さ
せ
る

た
め
に
地
域
を
ど
う
変
え
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
地
域
振
興
の
た
め
の
観

光
局
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
地
域
の
誇
り
や
愛
着
に
つ

な
が
っ
て
く
る
内
発
的
発
展

を
ど
う
捉
え
て
い
く
の
か
。

（
町
長
）
ワ
イ
ン
振
興
会
や

地
域
づ
く
り
案
内
人
な
ど
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
今
の
観

光
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

（
産
業
観
光
課
長
）
く
だ
も

の
観
光
農
業
が
軸
と
な
っ
て

内
発
的
な
地
域
づ
く
り
が
こ

れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
き
た
と

思
っ
て
い
る
。

　
舵
取
り
役
を
担
っ
て
い
く

法
人
と
い
う
こ
と
で
、
説
明

会
を
し
っ
か
り
行
い
地
域
協

働
の
な
か
で
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
。

（
問
）
持
続
的
か
つ
安
定
的

な
経
営
を
し
て
い
く
に
は
、

観
光
消
費
額
の
確
保
が
重
要

だ
。
戦
略
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

（
町
長
）
旅
行
業
の
免
許
を

基
に
し
て
町
独
自
の
観
光
ル

ー
ト
を
組
み
、
売
っ
て
い
く
。

（
産
業
観
光
課
長
）
観
光
局

が
担
う
消
費
額
に
と
ら
わ
れ

ず
、
飲
食
店
で
の
消
費
や
農

業
の
販
売
額
な
ど
も
含
め
て

と
ら
え
て
い
く
。

（
問
）
上
片
桐
バ
イ
パ
ス
に

着
手
し
て
２０
年
が
経
過
し
て

い
る
。
町
谷
線
ま
で
開
通
し

た
が
今
後
の
方
向
性
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）
先
線
の
見
通

し
が
つ
い
て
い
な
い
の
が
現

実
。
理
由
と
し
て
①
松
川
の

架
橋
が
困
難
②
広
域
農
道
が

す
で
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
道

路
と
し
て
機
能
し
て
い
る
③

リ
ニ
ア
、
三
遠
道
・
宮
ヶ
瀬

橋
な
ど
大
き
な
事
業
の
集
中

に
よ
る
予
算
面
の
課
題
④
経

年
の
な
か
で
地
権
者
の
理
解

は
得
ら
れ
て
い
く
の
か
│
│

な
ど
が
県
か
ら
言
わ
れ
て
い

る
。

　
町
と
し
て
は
、
一
度
決
め

た
歴
史
の
重
み
が
あ
る
重
要

な
計
画
で
あ
る
の
で
、
県
の

責
任
に
お
い
て
一
刻
も
早
く

推
し
進
め
て
欲
し
い
と
い
う

立
場
で
あ
る
。

　
地
権
者
の
皆
さ
ん
な
ど
の

声
を
広
く
聞
き
方
向
性
を
出

し
て
い
き
た
い
。

問答

南
信
州
ま
つ
か
わ
観
光
局（
仮
）立
ち
上
げ
の
真
意
は

発
信
力
を
高
め
、
交
流
人
口
の
増
と
定
住
を
図
る

問答

ど
う
進
め
る
上
片
桐
バ
イ
パ
ス

県
に
一
刻
も
早
く
推
し
進
め
て
欲
し
い
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米山俊孝 議員米山俊孝 議員

地蔵になって故郷の教育を見守る―故宮澤芳重翁

適切な労務管理が働きがいの源泉になる

（
問
）
組
織
は
行
革
な
ど
に

よ
り
ひ
ず
み
を
生
ず
る
こ
と

が
あ
る
。
人
材
の
教
育
に
町

で
は
民
間
企
業
か
ら
講
師
を

迎
え
、
課
長
、
係
長
を
対
象

に
「
管
理
監
督
者
と
し
て
あ

る
べ
き
姿
」
と
い
う
研
修
が

開
催
さ
れ
私
も
聴
講
し
た
。

受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
感
想

と
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、

ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

（
町
長
）
先
日
、
伊
那
谷
で

は
大
手
の
企
業
で
労
務
管
理
、

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
携

わ
っ
て
い
る
方
か
ら
講
演
を

い
た
だ
い
た
。
労
務
管
理
に

４０
年
近
く
携
わ
り
、
監
督
職

経
験
の
方
で
、
私
は
す
ば
ら

し
い
話
だ
っ
た
と
受
け
止
め

た
。
担
当
課
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

で
、
今
回
の
研
修
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
、
次
に
ど

う
生
か
す
か
ま
と
め
る
指
示

を
し
た
。

（
総
務
課
長
）
有
効
な
話
で

あ
っ
た
。
特
に
印
象
に
残
っ

た
も
の
は
改
善
活
動
に
対
す

る
内
容
で
あ
っ
た
。
聴
講
者

の
９０
%
に
「
吸
収
す
る
も
の

が
あ
っ
た
、
お
お
む
ね
あ
っ

た
」
と
の
答
え
が
あ
っ
た
。

５
Ｓ
が
う
ま
く
機
能
し
な
い

組
織
は
基
本
的
に
問
題
が
あ

る
と
思
う
。
同
じ
講
師
に
よ

る
研
修
の
継
続
を
望
む
声
も

あ
っ
た
。
今
後
も
継
続
し
て

５
Ｓ
や
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

な
ど
の
行
政
業
務
に
生
か
せ

る
手
法
は
研
修
し
、
業
務
に

取
り
入
れ
た
い
。

（
問
）「
教
育
の
場
」
の
衰
退

が
地
方
崩
壊
を
招
く
と
い
う

こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
教

育
長
の
考
え
は
。

（
教
育
長
）
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
の
な
か
で
教
育
が

ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い

け
ば
い
い
か
、
こ
れ
は
私
た

ち
教
育
委
員
会
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
ど
の
市
町
村
も

同
じ
よ
う
な
課
題
に
直
面
し

市
町
村
教
育
委
員
会
独
自
の

事
業
や
施
策
を
展
開
し
て
い

る
。
学
校
が
、
そ
の
地
域
の

中
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
つ

く
る
一
つ
の
核
に
と
い
う
願

い
が
あ
る
。
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
協
働
で
の
学
校
造
り
を

進
め
小
学
校
で
は
そ
の
形
が

で
き
て
き
た
。
中
学
校
で
も

て
ら
こ
や
の
講
師
２０
名
う
ち
、

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
方
が
５
名
、

地
域
で
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
た
い
と
参
加
さ
れ
て

い
る
。

（
問
）
広
域
事
業
の
「
知
の

拠
点
」
に
よ
り
高
等
教
育
の

門
戸
が
一
つ
開
か
れ
る
と
思

っ
た
が
、
事
業
費
の
充
当
が

で
き
ず
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ

た
。
そ
の
状
況
は
。

（
町
長
）
地
方
加
速
化
、
地

方
創
生
交
付
金
の
内
容
が
２８

年
度
か
ら
変
わ
っ
て
暗
礁
に

乗
り
上
げ
て
い
る
。
広
域
連

合
あ
げ
て
、
事
業
内
容
も
含

め
て
精
査
し
て
い
る
。

（
質
問
）
宮
澤
芳
重
さ
ん
生

誕
の
町
で
も
あ
り
、「
教
育

の
場
」
の
創
造
に
は
特
に
大

き
な
関
心
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
芳
重

さ
ん
の
足
跡
を
顧
み
る
た
め

に
も
名
前
を
冠
し
た
奨
学
金

制
度
は
で
き
な
い
か
。

（
教
育
長
）
奨
学
金
制
度
は

今
後
の
検
討
と
な
る
。

※

５
Ｓ…

生
産
・
品
質
管
理
業
務
の
用
語
。「
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
し
つ
け
」
の

　
　
　
　
５
つ
の
頭
文
字
Ｓ
か
ら
な
る
。

問答

管
理
体
系
に
お
け
る
ひ
ず
み
解
消
は

５
Ｓ※

が
う
ま
く
機
能
し
な
い
組
織
は
問
題
が
あ
る

問答

教
育
か
ら
始
ま
る
　
地
方
創
生
・
地
域
活
性
を

教
育
委
員
会
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
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米山由子 議員米山由子 議員

作業楽々 りんごの新わい化栽培技術

農業の未来を切り開く若者へ支援を

（
問
）
昨
年
は
、
果
物
栽
培

１
０
０
周
年
の
年
で
あ
っ
た
。

今
後
、
い
か
に
発
展
さ
せ
、

継
続
し
て
い
く
か
は
非
常
に

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
我
が
町
は
果
物
観
光
と
し

て
大
き
く
発
展
し
て
き
て
い

る
。
１
０
１
年
目
を
迎
え
て

今
後
の
方
向
を
ど
う
考
え
る

か
。

（
町
長
）
３
人
の
先
人
に
よ

っ
て
始
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
変
遷
を
経
て
今
日
を
迎
え

て
い
る
。
１
０
０
周
年
で
は
、

若
武
者
の
若
手
農
業
者
に
よ

り
将
来
に
向
け
た
決
意
が
発

表
さ
れ
た
。
ま
さ
に
松
川
町

は
、
果
物
の
里
と
し
て
ア
ピ

ー
ル
力
が
あ
る
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
、
観
光
局
を
つ
く
り

果
物
観
光
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
た
い
。

（
問
）
当
町
は
、
農
家
戸
数

１
１
６
５
戸
の
う
ち
販
売
農

家
が
８
５
３
戸
で
、
販
売
農

家
率
は
７２
・
９
％
に
当
た
る
。

県
平
均
は
４９
・
４
％
で
あ
り
、

ま
さ
に
長
野
県
の
ト
ッ
プ
と

言
っ
て
よ
い
。
こ
の
農
業
力

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

気
象
変
動
対
応
、
女
性
農
業

者
を
含
め
た
担
い
手
育
成
、

栽
培
技
術
の
革
新
な
ど
、
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

（
町
長
）
こ
れ
か
ら
の
農
産
物
、

特
に
リ
ン
ゴ
、
梨
に
つ
い
て

は
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
た
せ
て
、

販
売
し
て
い
く
こ
と
を
持
ち

か
け
て
い
き
た
い
。

（
産
業
観
光
課
長
）
気
候
変

動
は
、
大
き
く
味
を
変
え
る
。

果
肉
が
柔
ら
か
く
、
蜜
の
量

が
減
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
短
期
的
な
技
術
対
策
が
必

要
で
あ
る
が
、
長
期
的
に
は
、

品
種
の
転
換
な
ど
が
必
要
と

思
う
。
技
術
指
導
に
つ
い
て

は
、
J
Ａ
技
術
指
導
員
、
県

の
普
及
セ
ン
タ
ー
の
連
携
を

取
り
進
め
て
い
く
。
町
が
直

接
指
導
員
を
雇
用
す
る
考
え

は
な
い
。

　
新
規
就
農
者
対
策
で
は
、

里
親
研
修
制
度
を
活
用
し
て

い
く
。
ま
た
、
安
全
安
心
な

生
産
販
売
も
求
め
ら
れ
る
の

で
、Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ（
食
の
安
全
や

環
境
保
全
に
取
り
組
む
農
場

に
与
え
ら
れ
る
称
号
）
の
取

得
な
ど
で
差
別
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

（
問
）
最
近
の
新
技
術
に
、

高
密
植
栽
培
が
あ
る
。
作
業

性
が
良
い
の
で
高
齢
者
や
女

性
で
も
作
業
が
し
や
す
い
、

密
植
で
収
量
が
格
段
に
多
い

な
ど
利
点
が
あ
る
。
産
地
維

持
に
は
技
術
革
新
が
重
要
で

あ
る
。
研
究
委
員
会
な
ど
を

設
け
て
検
討
し
て
い
く
考
え

は
。

（
産
業
観
光
課
長
）
農
家
個
々

の
研
究
も
活
発
で
あ
り
尊
重

し
た
い
。
今
後
の
課
題
は
、

試
験
研
究
機
関
、
普
及
セ
ン

タ
ー
、Ｊ
Ａ
な
ど
と
課
題
を

共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

問答

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
農
業
振
興
策
は

１
０
０
年
を
期
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
立
つ

問答

技
術
導
入
を
積
極
的
に

農
家
の
自
主
努
力
と
関
係
機
関
の
連
携
で
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黒澤哲郎 議員黒澤哲郎 議員

通年営業は住民の願いだ

職員の笑顔のために何が必要か

（
問
）
町
長
２
期
１
年
が
過

ぎ
任
期
の
４
分
の
１
が
経
過

し
た
。
構
想
の
進
捗
具
合
は
。

（
町
長
）
昨
年
は
骨
格
予
算

と
い
う
こ
と
で
若
干
自
分
の

思
い
が
表
せ
な
い
部
分
も
あ

っ
た
が
、
今
年
度
は
第
５
次

総
合
計
画
ス
タ
ー
ト
、
地
方

創
生
と
い
う
中
で
人
口
問
題

対
策
、
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
思
い
を
込
め
ら
れ
た
と
思

っ
て
い
る
。

（
問
）
町
長
の
思
い
、
構
想

の
実
現
の
た
め
に
は
、
職
員

の
協
力
無
し
で
は
不
可
能
だ
。

そ
の
た
め
の
人
材
育
成
、
職

場
環
境
整
備
、
業
務
管
理
な

ど
今
ま
で
も
ず
っ
と
提
言
し

て
き
た
が
現
状
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。
町
長
の
四
半
期
毎

の
事
業
評
価
報
告
は
評
価
で

き
る
取
り
組
み
で
は
あ
る
が
、

報
告
の
た
め
の
報
告
書
作
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

事
業
の
進
捗
は
遅
く
、
結
果

が
出
て
こ
な
い
。
四
半
期
毎
、

目
標
は
設
定
さ
れ
て
い
て
も

計
画
が
な
い
。
計
画
書
な
る

も
の
は
提
示
さ
れ
た
こ
と
が

な
い
。
こ
れ
で
は
結
果
に
い

つ
に
な
っ
て
も
到
達
し
な
い

は
ず
だ
。
人
材
育
成
計
画
で

言
え
ば
管
理
職
育
成
ま
で
の

長
期
的
な
計
画
の
中
で
そ
れ

ぞ
れ
の
研
修
計
画
が
立
て
ら

れ
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

予
算
が
導
き
出
さ
れ
る
は
ず
。

臨
時
職
員
、
正
規
職
員
の
推

移
と
人
材
育
成
計
画
、
年
間

職
員
一
人
当
た
り
の
研
修
日

数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
平
成
１７
年
に

職
員
人
材
育
成
基
本
方
針
を

出
し
、
正
規
職
員
の
仕
事
を

臨
時
職
員
と
シ
ェ
ア
し
て
き

た
た
め
臨
時
職
員
増
と
な
っ

て
い
る
。
人
材
育
成
は
、
研

（
問
）
中
央
公
民
館
が
１０
月

に
は
竣
工
予
定
だ
が
９
月
に

は
完
成
引
き
渡
し
と
聞
い
て

い
る
。
１
カ
月
の
準
備
で
間

に
合
う
の
か
。
器
は
で
き
て

も
中
身
ソ
フ
ト
の
部
分
が
重

要
だ
。
新
た
な
取
り
組
み
と

チ
ャ
ン
ネ
ル
・
ユ
ー
併
設
の

具
体
的
事
業
は
。
ま
た
、
通

年
営
業
の
陳
情
も
議
会
採
択

さ
れ
町
に
意
見
書
も
提
出
し

て
い
る
。
休
館
日
無
し
で
運

営
す
る
準
備
は
で
き
た
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
開
館
に

向
け
て
は
今
か
ら
準
備
し
て

い
る
。
滞
り
な
く
開
館
し
た

い
。
新
た
な
取
り
組
み
は
仕

掛
け
る
講
座
の
取
り
組
み
で

仲
間
作
り
、
図
書
館
、
資
料

館
と
連
携
し
た
文
化
活
動
、

若
者
の
夢
実
現
な
ど
。
チ
ャ

ン
ネ
ル
・
ユ
ー
は
創
る
Ｔ
Ｖ
、

使
う
Ｔ
Ｖ
を
目
指
す
。
通
年

営
業
は
で
き
る
か
検
討
中
。

（
要
望
）
通
年
営
業
の
問
題
は
、

も
う
検
討
の
段
階
で
は
な
い
。

開
館
す
る
方
向
で
準
備
す
べ

き
。
議
会
の
議
決
、
町
民
の

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
よ
。

修
計
画
は
立
て
て
負
担
の
か

か
ら
な
い
県
の
研
修
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
。
職
員
一
人

当
た
り
の
研
修
日
数
は
把
握

し
て
い
な
い
。

（
問
）
今
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
と
言
わ
れ
る
な
か
、
正

規
の
仕
事
を
し
て
い
る
臨
時

職
員
は
待
遇
改
善
の
好
機
で

は
な
い
か
。

（
副
町
長
）
過
去
交
付
金
に

影
響
す
る
国
の
縛
り
が
あ
り

臨
時
職
員
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
　

（
総
務
課
長
）
現
在
、
待
遇

改
善
に
向
け
て
規
定
の
見
直

し
は
進
め
て
い
る
。

（
要
望
） 

現
在
の
行
政
は
過

去
の
国
や
県
の
出
先
機
関
的

感
覚
で
は
仕
事
が
進
ま
な
い
。

職
員
の
賃
金
・
労
働
条
件
は

全
て
の
業
務
に
影
響
す
る
重

要
な
課
題
だ
。
職
員
が
生
き

生
き
と
や
り
甲
斐
を
持
っ
て

働
け
る
職
場
環
境
を
提
供
す

る
よ
う
改
善
す
べ
き
だ
。
そ

の
た
め
に
は
、
未
だ
や
ら
な

い
上
司
の
部
下
か
ら
の
評
価
。

今
こ
れ
な
く
し
て
改
善
は
不

可
能
と
思
え
る
。

問答

「
問
題
は
労
働
環
境・人
材
育
成
計
画
に
あ
り
」で
は

改
善
に
向
け
て
努
力
は
し
て
い
る

問答

今
は
当
た
り
前
、
公
民
館
の
通
年
営
業

で
き
る
か
ど
う
か
検
討
中



夢に向かって跳躍する次世代の若者に、少しでも「よ
り良い社会」を受け渡すのが、私たち大人の責任だ。
松川中学校男子テニス部。中体連にて。

夢に向かって跳躍する次世代の若者に、少しでも「よ
り良い社会」を受け渡すのが、私たち大人の責任だ。
松川中学校男子テニス部。中体連にて。

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!

　
「
地
元
じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
け
？
」と
言

わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
、
も
う
す
っ

か
り
松
川
町
民
と
し
て
根
付
く
毎
日
。

　
生
ま
れ
は
東
京
、
育
ち
は
愛
知
、そ

し
て
結
婚
を
機
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た

松
川
町
。
今
は
こ
の
松
川
で
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
生
き
て
い
る

こ
と
を
今
し
み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
そ
ん
な
私
も
松
川
で
暮
ら

し
始
め
た
頃
は
そ
う
で
は
な
く
、
個

人
で
デ
ザ
イ
ン
業
を
す
る
傍
ら
、
学

校
の
役
員
や
子
ど
も
の
行
事
へ
出
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
外
松
川
町
の

方
々
と
付
き
合
い
を
広
げ
る
よ
う
な

こ
と
も
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
町

外
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
す
。
松
川
に
来
た
当
初
、

色
々
な
事
が
あ
り「
松
川
っ
て
面
倒
か

も
…
」
と
勝
手
な
考
え
で
避
け
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
年
月
も

経
ち
、
子
ど
も
も
大
き
く
な
り
…
最

近
で
は
大
洲
七
椙
神
社
奏
楽
保
存

会
や
マ
ー
く
ん
カ
ー
ド
事
業
協
同
組

合
な
ど
、
町
で
色
々
な
取
り
組
み
の

お
手
伝
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
と
て
も
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。き
っ
と
、
歳
を
重
ね
る
う

ち
に
、
見
え
て
き
た
も
の
も
あ
っ
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
ん
な
方
々
と
出
会
い
接
す
る

中
、
松
川
の
自
然
の
中
で
育
っ
た
方
々

の
温
か
み
を
多
々
感
じ
ま
す
。
日
々
の

生
活
を
送
る
中
、
何
か
と
悩
み
落
ち

込
む
事
も
あ
り
ま
す
が
、
今
は
本
当

に
松
川
町
の
方
々
に
助
け
ら
れ
こ
う

し
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
も
こ
の
松
川
町
で
さ

ま
ざ
ま
な
関
わ
り
を
持
つ
中
、
一
体
、

何
が
ど
れ
だ
け
私
に
で
き
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
し
、
ど
ん
な
風
に
役
に
立

て
る
の
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。で
も
、
こ

れ
か
ら
も
こ
の
土
地
の
人
た
ち
と
共

に
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

て
も
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
つ
か
、
歴
史
に
名
を
残
す
こ
と
が

な
く
と
も
、
人
の
心
に
名
を
残
す
人

間
に
な
り
た
い
…
と
、
そ
う
心
に
思
い

な
が
ら
、
今
日
も
勇
往
邁
進
で
す
。

　
　
　
　
　
　
●
　
●
　
●

　
６
月
１９
日
、
法
改
正
に
よ
り
選
挙

権
年
齢
が
１８
歳
以
上
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
。新
た
に
有
権
者
と
な
っ
た
１８
、
１９
歳
の

若
者
は
全
国
で
２
４
０
万
人
。松
川
町
で
は
２

６
８
人
に
な
る
。初
め
て
の
国
政
選
挙
と
な
る

７
月
１０
日
の
参
議
院
選
挙
に
は
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
若
者
が
投
票
し
、
高
い
投
票
率
に
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。小
さ
な
１
票
で
も
集
ま

れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
。　
　
　（
菅
沼
一
弘
）

タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング牧
師の演説の一節。 職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運動に
大きな影響を与え、未来を切り開いた。
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